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平成１８年８月７日～９日にかけて、松江市で を開催するこ「水環境フェア2006in松江」

ととなりました。

水環境フェアは 「うるおいのある美しい水環境の保全と創出の推進」をテーマとし、平、

成３年度から全国各地で開催されています。

つきましては、開催について、お知らせします。

詳しくは、別添資料をご覧ください

開催のお知らせ 資料１

ポスターの募集 資料２

これまでの、水環境フェア 資料３

水環境フェア2006in松江実行委員会

（松江市・島根県・国土交通省）

問い合わせ先

水環境フェア2006in松江実行委員会 事務局

国土交通省 中国地方整備局 出雲河川事務所

TEL ０８５３－２１－１８５０

FAX ０８５３－２５－０８１９

副所長 土江 清司 （内線２０５）
つちえ せいじ

調査設計課長 水草 浩一 （内線３５１）
みずくさ こういち

http://www.「 」 、 （水環境フェア2006in松江 の詳細な内容は 出雲河川事務所のホームページ

izumokasen-mlit.go.jp/index.html）でごらんいただけます。



「水環境フェア 2006in 松江」開催のお知らせ 

開催目的と開催テーマ                            

開催目的 

～うるおいのある美しい水環境の保全と創出の推進～ 
① 全国各地で展開されている地域の取り組みやその現状について、全国の関係者がその活

動状況の報告や情報交換などを行う。 

② 開催地をはじめとする行政機関や市民等における、水環境の保全と改善に対する意識の

高揚を図る。 

 

開催テーマ 

 

水環境フェア 2006in 松江のテーマ 

私たちが創る 明日の水辺 美しいふるさと 

～水の都松江から～ 

 

 

 

 

 

 

開催テーマの趣旨 

斐伊川は、古代から洪水による氾濫を繰り返し、そのさまはヤマタノオロチ伝説として広く知

られています。一方、出雲国風土記には、斐伊川の豊富な漁業資源や物資の輸送としての舟運が

記述されているように、古くから、流域は豊かな恵みを享受しながら政治、経済、文化の中心と

して発展してきました。 

 

とりわけ中海・宍道湖は、大橋川を挟んで形成された、世界でもまれな連結汽水湖で、塩分濃

度の異なる各々の湖では、それぞれ汽水湖ならではの多様な生態系を育み、宍道湖七珍、中海十

珍に代表される漁業資源の宝庫となるなど、流域に多くの恵みをもたらしてきました。また、水

辺が織りなす四季折々の風景は、いやしの場としての多くの人々に愛されてきました。昨年 11 月

には、世界的に重要な湿地としてその価値を認められ、両湖がラムサール条約へ登録されました。 

 

一方、中海・宍道湖は閉鎖性の強い湖であることから、湖に流入した汚れは蓄積されやすく、

現在でも水質は横ばいで、環境基準を達成できていない状況が続いており、水質改善には流域を

挙げた取り組みが不可欠となっています。 

地域によるヨシ植栽や清掃活動などの地道な取り組みが、中海・宍道湖のラムサール条約登録を

経てさらなる盛り上がりを見せる中、流域全体が一丸となって、未来に誇れる水環境を創造し、

次世代の子どもたちに引き継ぐ息の長い取り組みへとさらに発展させていくことが重要です。 

 

今年は、中海・宍道湖を東西に抱え、斐伊川の恵みを多大に享受する松江市から、豊かなふる

さとの水環境を守り伝えるために、斐伊川流域さらには全国に向けて情報発信します。 

資料１ 



 

開催概要   

 

◎ 名 称：水環境フェア 2006in 松江 

 

 

◎ テーマ：私たちが創る 明日の水辺 美しいふるさと 

         ～水の都 松江から～ 

 

 

◎ 日 時：平成 18 年 8 月 7 日（月）～8月 9日（水） 

 

 

◎ 会 場：くにびきメッセ（島根県立産業交流会館） 

 

       

◎ 主 催：水環境フェア 2006in 松江 実行委員会 

      (松江市、島根県、国土交通省：実行委員長は松浦松江市長) 

 

 

◎ 後援及び協賛については、決まりしだいホームページに掲載 

 



 

 

内容／ポスター展：斐伊川流域の子供達が作成したポスターの展示 
     パネル展：全国の市民団体や行政などの水環境保全活動を紹介するパネルの展示 
 

内容／斐伊川流域と全国の市民団体等の交流

     斐伊川流域の小中学生の交流

内容／分科会Ａ：全国の市民団体 (ラムサール条約登録と私たちの役割) 
      分科会Ｂ：全国の小・中学生 (私たちが創る明日の水環境) 
      分科会Ｃ：産学官民 (水質改善とまちづくり) 
      分科会Ｄ：全国一斉水質調査 (調べてつなぐみんなの水辺) 

オープニング 
アトラクション 
開会 
  
記念講演 
 
分科会レポート 
 
  
休憩  
 
パネル 
ディスカッション 
 
 
 
閉会式 
引継ぎセレモニー 
エンディング 
アトラクション 
  
 
閉会 
  

松江市の鼕行列の披露 
主催者挨拶 
ポスター展表彰 
  
福島敦子氏(キャスター、エッセイスト) 
  
午前中の分科会Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの報告 
  
 
 
 
テーマ： 
私たちが創る 明日の水辺 美しいふるさと 
 
パネリスト：市民団体、学識者、教育関係者、行政  
 
松江宣言 
次回の開催都市へ 
だんだんの歌 
  
  
  

９：３０ 
｜ 

１７：００ 

１０：００ 
｜ 

１２：００ 

１４：００ 
｜ 

１７：００ 

１３：００ 
 
 
  
１３：４０ 
 
１４：４０ 
 
  
１５：０５  
 
１５：１５ 
 
 
 
 
１６：４５ 
 
 
 
  
 
１７：００ 
  
 

注）プログラムは現在の案であり、催事内容や時間配分は変更することがある。  

流域活動報告会と分科会で発表した児童を対象とします。（約 60 名予定） 

イベント内容はいずれも予定です。 

● 晴天時：秋鹿なぎさ公園でカヌーヨット体験、シジミ採り体験など 

     宿泊（松江市ふるさと森林公園） 

● 雨天時：カラコロ工房、いずもまがたまの里伝承館など 

     宿泊（松江市ふるさと森林公園） 



   
小学生の皆さんが描いたポスターを募集いたします。（作品は水環境フェア 2006in 松江の

会場に展示いたします。） 

□ 応募するみなさんへ 

 みんな斐伊川
ひいかわ

のことを知っているかい。 

斐伊川
ひいかわ

は山
やま

から水
みず

を集
あつ

め飲
の

み水
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となるばかりか、宍道
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がたく

さんすんでいるよ。 
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そこで、きれいな 水

みず

の 大 切
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らせるために、「 私
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次
つぎ

のような題 材
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でおもうことを絵
え
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か

いてね。 

○ こんな川（湖）が好き      ○私が想う未来の川（湖） 

○ 私たちがしたい川（湖）の遊び  ○川をきれいにするために私たちができること 

○ 私が好きな川（湖）の風景    ○川（湖）と私たちの暮らし 

※その他、題材はテーマに沿えば自由です。 

下記の応募要領に従いふるってご応募ください。 

□ 対象：斐伊川・宍道湖・中海・境水道の流域の小学生 

□ テーマ：私たちが創る 明日の水辺 美しいふるさと 

□ 作品仕様：四つ切り画用紙（38cm×54cm）にイラスト（絵）とメッセージ（標語）を描

いてください。メッセージは子供たちが考えた標語やアピール文でイラスト

とマッチするのもので文字数や文体は問いません。※イラストのみでも構い

ません。 

□ 応募方法：添付の応募用紙に所定の事項をご記入の上、作品の裏面に貼り付けて、下記

の応募先にご郵送ください。 ※ 応募いただいた作品は返却いたしません。 

□ 応募期間：平成 18 年 4 月１日～6月 30 日（金） 

□ 応募先 ：国土交通省 中国地方整備局 出雲河川事務所内 

   「水環境フェア 2006in 松江」実行委員会事務局 

 〒693-0023 出雲市塩冶有原町５－１ 

TEL(0853)21-1850 FAX(0853)21-2878 

Email：izumo@cgr.mlit.go.jp 

□ お問合先：同上（担当 占用調整課） 

□ 表彰  ：優秀な作品は「実行委員長賞 1 作品 優秀賞 10 作品」を８月８日に水環境      

フェア 2006in 松江の会場（松江市「くにびきメッセ」）で表彰いたします。   

       また、参加いただいた方には記念品を進呈いたします。 

※ 入賞作品の著作権は主催者に帰属するものとし、入賞作品は主催者の広報活動などに利

用することがあります。 

※ 応募者の個人情報は、他の目的に使用しません。 

 

資料２ 
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資料３－１これまでの水環境フェアについて

「水環境の保全と再生」に向けた市民の意識高揚と連携を図る場として、平成３年よ

り水環境フェアが開催され、第１６回目になる平成１８年は島根県松江市で開催されま

す （下表参照）。

この水環境フェアは、国・県・市が協力し合って実行委員会を組織し、運営する形式

で行ってきています。

これまでの水環境フェア

№ 備 考開催日 開催場所 主 な 内 容担当地整

１ 関東 東京都 全国報告、記念講演（Ｆ･モレシャン）他H 3.8.2

２ 近畿 大阪府大阪市 〃 、 〃 （露の五郎）他H 4.8.5

３ 東北 宮城県石巻市 〃 、 〃 （嵐山光三郎）他H 5.8.6

４ 九州 熊本県玉名市 〃 、 〃 （光岡明）他H 6.8.4

５ 北陸 富山県富山市 〃 、 〃 （見城美枝子）他H 7.8.3

６ 中国 岡山県岡山市 〃 、 〃 （北野大）他H 8.8.6

７ 中部 愛知県名古屋市 〃 、記念トーク 他H 9.8.8 （柳生博、宮崎淑子、小寺重孝）

８ 四国 愛媛県松山市 〃 、 〃 （吉村作治）他H10.8.7

９ 北海道札幌市 、記念講演（みなみらんぼう）他H11.8.2 北海道 全国リポート

関東 埼玉県大宮市 〃 、 他１０ 記念トーク ライブ（タケカワユキヒデ、遠藤久美子 ）H12.8.2 ＆

近畿 兵庫県神戸市 〃 、記念対談（畑正憲）他１１ H13.8.2

東北 宮城県仙台市 〃 、 （さとう宗幸）他１２ 記念講演 ライブH14.8.1 ＆ミニ

九州 宮崎県宮崎市 〃 、記念講演（赤星たみこ）他13 H15.8.2

北陸 新潟県新潟市 〃 、記念講演（大山のぶ代）他14 H16.8.7

3-215 H17.8.4 中部 岐阜県岐阜市 〃 、記念講演（高木美保）他 資料

今回実施予定16 H18.8.8 中国 島根県松江市 〃 、記念講演（福島敦子）他




